
 

議会要望に対する回答（第１９回議会報告会） 
 
 

要望事項（１）大峠ダムの安全確認について 

 

議会からの要望内容 宮古市の内容 

大峠ダムについて、市民から「アイオン台風災

害を受けて作られた砂防ダムであり、できてから

かなりの年数が経過し老朽化している。コンクリ

ートが劣化し、決壊してもおかしくないとの話も

聞かれる。豪雨災害が頻繁に起きており心配だ。」

との声が出されました。 

議会でも住民の安全は重要事項と考えること

から、市から管理者である岩手県に対して当該ダ

ムの現況について情報提供を求め、安全性を確認

していただくよう要望いたします。 

  

大峠ダムは岩手県において管理している施

設です。 

宮古土木センターに状況を確認したところ、

当該施設は長寿命化計画に基づき５年に１回、

専門業者による施設点検を行っており、直近で

は令和４年度に実施済みです。 

また、通常の維持管理として、直営による年

一回の定期的な点検やパトロールも実施され、

施設の状況を確認しているとの説明を受けま

した。 

今後も、施設の適切な管理に努めてまいりま

すとのことです。 

市といたしましては、引き続き岩手県に対

し、河川の適切な維持管理について求めてまい

ります。 

 

 

 


